
正に81人のトキっ子HERO！
パワーをもらいました！

校長 渡邊 俊行

１０月３０日（土）の文化祭に、たくさんのおうちの方々にお出でいただき、
大変ありがとうございました。コロナウイルス対策のため、ご不便をおかけし
たことと思いますが、佐渡を救おうと立ち上がった６年生13人のHEROのよ
うに、81人のHEROたちの活躍を楽しんでいただけたことと思います。「大変

よかった」という温かいお言葉もいただきました。ありがとうございました。
また、子どもたちの頑張りをたくさん褒めていただいたことと思います。子ど
もたちは、たくさん褒められ、応援されて成長します。
１０月６日（水）のマラソン記録会でも、その姿が見られました。学年部ご

とに、毎回３０～４０名のおうちの皆様から、たくさんの応援をいただき、子
どもたちは練習の時以上に頑張っていました。その結果、たくさんの子どもが
自己のベストタイムを出していたそうです。やはり、応援は重要ですね。
４３７号でご紹介できなかったのですが、９月２８日（火）に、新潟大学の

先生を招聘して、授業研修を行いました。その先生から、「新穂小学校は、学
校全体に学びに向かう雰囲気がある。」とお褒めの言葉をいただきました。リ
ップサービスもあるかと思いますが、新穂小学校の子どもたちも先生方も、勉
強も運動も行事も、本当によく頑張っています。おかげさまで、子どもたちは、
行事や授業などを通して、すくすくと育っています。

さて、１０月の全校朝会で次のような話をしました。
まず、恒例のクイズ。（お子さんに聞いてもらえたらと思います）
次に、４８年ぶりの関取「朝乃若関」と佐渡初のプロ野球選手「菊地大

稀投手」を紹介しました。夢を叶えたことが、大変嬉しいですね。そして、
今年のノーベル物理学賞受賞者「真鍋淑郎氏」を紹介し、そのインタビュ
ーでの言葉を紹介しました。「好奇心こそ、私の研究活動すべ
ての原動力だ。気候の問題を研究するのが実に
楽しくてしょうがなかった。」好奇心が大事だ
ということを子どもたちに伝えました。
もちろん、当校の子どもたちも好奇心が旺盛

です。右の写真は、１０月７日（木）トノサマ
バッタを捕まえて興奮している１年生の様子で
す。楽しそうですね。虫への好奇心もすごい！さす
が新穂小学校の子どもたち、意欲満々です！好奇心
が夢に繋がって、子どもたちの成長に繋がってほし
いです。子どもたちが夢をもち、その夢が実現する
ことを願っています。
来年度こそは、コロナウイルス禍が収まり、地域の方からも来ていただける

ようになることを心より願っています。
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